
       
  
 「中１ギャップ」の解消に向けた取組として、９年間を通して継続的に、子どもの成長を確認
していくことが大切です。 
 小・中学校間で共通の観点を設定し、小学校６年間の子どもの様子や指導記録等を確実に中学
校に引き継ぐ資料を作成することが、中学校での支援にとって有効な取組となります。 
  
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｌadder」は中1ギャップを解消するための学校間の接続を図る「はしご」を意味しています。 

                                                        平成２２年２月１８日  第３号 

                              北海道教育庁学校教育局学校安全・健康課 

                                      （生徒指導グループ）                   
中１ギャップ解消のために 

Q 小・中学校の引継ぎは、どのような点に工夫をすることよいですか。 

小・中学校の引継ぎ資料の例（新潟県） 引継ぎ資料を作成する際

に効果的な情報 

 

・小学校時の出席状況（保健

室登校や遅刻・早退、別室

登校等を含む） 

・小学校での支援体制（保護

者との連携、教職員のかか

わりから等）とその成果 

・人間関係づくりの能力の定

着状況 

・学級適応感やストレス傾向

等        など 
小中連携シート 

 新潟県では、大学との連携

のもと、新潟市教育委員会が

設置する小・中学校で活用す

ることを想定し、共通のシー

トを作成しています。 

 市内の小・中学校が共通で

活用することで、転入、転出

にも対応できるように配慮

がされています。 

 小中連携シートについて

は、以下のアドレスからダウ

ンロードが可能です。 

「http://www.kyouikucho.n

ein.ed.jp/gimukyouiku/fut

oukou-shien/chu1gap/chu1-

gap2.html」 



 

 


